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研究成果の概要（和文）：　本研究の成果として，以下の二点が挙げられる。まず，クリエイティブ産業の構造と主体
の実践のダイナミックな関係を経験的に明らかにしたことである。また，協同やプロジェクトを通じた価値創出につい
て検討するさいに，きわめて適していると考えられるコワーキングという現象に着目し，先駆的に理論的基盤の整備を
行ったことである。

研究成果の概要（英文）：The results of this research are summarized as follows. Firstly, dynamic relations
hips between structures in creative industry and practices of actors are empirically clarified. Secondly, 
pioneering theoretical basis on coworking which is extremely suitable for considering value creation made 
through collaborations and projects is developed.
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１．研究開始当初の背景 
 クリエイティブ産業（広く文化や芸術，娯
楽に関連する財やサービスを提供する産業
を指す。コンテンツ産業と同一視される場合
も見られるが，近年では価値の創造という点
がより重要視され，クリエイティブ産業とい
う呼称が有力になりつつある。）を中心に散
見されるプロジェクト組織の活動を捉えよ
うとする研究は，90 年代後半頃から徐々に蓄
積され始めてきた。 
しかしながら，そうした既存研究は以下の
ような限界を内包しており，これを乗り越え
ようとする問題意識が本研究の着想に至っ
た。 
第一に，欧米での研究蓄積に比して，我が
国のクリエイティブ産業におけるプロジェ
クト組織の価値創出活動を捉える試みは十
分になされていない。2000 年代以降，クリエ
イティビティがグローバル競争の成否に大
きな影響を及ぼすことが指摘され，我が国も
コンテンツあるいはクリエイティブ産業の
振興を国家的な優先課題として位置づけて
いるが，その実態及び問題点について詳細に
論じた研究は依然として乏しい。 
 第二に，プロジェクト組織そのものの編制
やマネジメントに焦点化する余り，組織に影
響を及ぼすクリエイティブ産業の構造が看
過される傾向にある。プロジェクト組織は，
特定の組織の境界に囚われない多様な人材
から構成される時限的でダイナミックな組
織である。したがって，同組織はクローズド
な階層型組織以上に，産業構造からの影響を
受けると考えられるが，先端的な研究でさえ，
この点について十分検討されていない。ここ
でいう構造は，産業内の各アクター（クライ
アントやエージェント，クリエイターなど）
の相互関係を通じて形成されるため，多様な
主体に基づく視点からプロジェクト組織の
活動に迫る必要がある。 
第三に，第二の限界とは逆に，プロジェク
ト組織の活動が既存の構造をどのように再
編成していくかという視点が看過されがち
である。あるプロジェクト組織は，一方的か
つ同型的に産業構造から影響を受けるわけ
ではなく，その中で戦略的に価値創出に取り
組み，その活動及び結果が既存の構造の再編
に結びつきうることに注意しなければなら
ない。第二で指摘した構造の視点と第三で指
摘した活動（組織への参加メンバーの行為の
集合体）の視点という双方を視野に納めるこ
とで，プロジェクトという協同を通じた価値
創出メカニズムにより鋭く迫ることが可能
になる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，クリエイティブ産業にお

けるプロジェクト組織の価値創出メカニズ
ムを解明することであった。より具体的には，
(1)クリエイティブ産業の特性（クリエイテ
ィブ産業はどのような構造的特性を有して
いるのか），(2)プロジェクト組織の実態（プ
ロジェクト組織はどのように編制され，どの
ような活動を通じて価値を創出しているの
か）を解明した上で，（3）クリエイティブ産
業におけるプロジェクト組織の価値創出メ
カニズム（クリエイティブ産業におけるプロ
ジェクト組織が，価値を創出するメカニズム
とはどのようなものなのか，またそれはいか
にして構築されるのか）という課題に取り組
んだ。 
 
３．研究の方法 
本研究は，4 年という交付期間内に上記の
課題について以下のかたちで明らかにして
いこうとした。 
第一に，クリエイティブ産業及びプロジェ
クト組織をめぐる既存研究の整理検討を通
じて，より綿密に問題・限界を明らかにし，
精緻な理論的枠組みを構築することである。 
 第二に，プロジェクト組織の編制やマネジ
メントといった全般的な活動や，関連する各
アクターの意図及び行為，アクター間の相互
関係を通じて構築される産業構造に関する
詳細な調査研究を通じて，価値が創出される
場の実態を明らかにすることである。 
 第三に，上記を踏まえて，クリエイティブ
産業におけるプロジェクト組織のダイナミ
ックな価値創出メカニズムについて考察す
ることである。 
 ここで各アクターとは，クリエイター，ク
ライアント（発注企業/者），エージェント（代
理人），インキュベーター（育成支援者），行
政，教育機関(専門学校や大学等)を想定して
いる。 
なお，具体的な調査手法については，イン
テンシブな聞き取り調査を主たるものとし
て位置づけ、併せて、ライフヒストリーの編
集や、参与観察といった定性的手法が用いら
れた。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果として，大きく以下の二点が
挙げられる。 
 第一に,クリエイティブ産業の構造／制度
と主体の実践のダイナミックな関係を経験
的に明らかにしたことである。 
 具体的には，まず，「フリーランス・クリ
エイターのキャリア戦略とコンテンツ産業
の構造」において，フリーランス・クリエイ
ターは，大手広告会社（エージェント）など
一握りの大企業を基点とする垂直分業体制
のもとで，ある程度固定・継続的なメンバー
から成るプロジェクトを基盤に価値創出を



図っている傾向が見出された。その上で，こ
のような実態のメカニズムについて，フリー
ランスやクライアントが参照する制度／構
造（たとえば，フリーランスの場合，クリエ
イター間の競争の激化を招く IT の進化や事
業拡大を困難にする労働集約性の高さ，クラ
イアントの場合，フリーランスとの直接取引
に際して負担するリスクやコストなど）と彼
らの実践（フリーランスの場合，案件の安定
的確保や制作業務への専念のための下請け
という立場の選択，クライアントの場合，上
記コストを回避するための間接取引など）の
ダイナミックな相互関係という観点から明
らかにした。 
 また，「言説間での（再）接続と切断とし
ての制度化：フリーランス研究における騎
士・従僕・英雄言説」において，言説分析と
いう先端的な手法を用いて，クリエイティブ
産業における制度の生成・維持・変化の過程
（制度化）を明らかにした。具体的には，フ
リーランスという主体による「騎士言説（自
由や自律を強調するテクストの生産・伝播・
関連づけを通じて生成された言説）」，「従僕
言説（社会的弱者や従属者を想起させるテク
ストの生産・伝播・関連づけにより生成され
た言説）」，「英雄言説（自由と創造に関する
テクストの生産・伝播・関連づけを通じて生
成された言説）」といった言説への（再）接
続と切断の過程として制度化を捉えること
ができるという知見を提示した。 
 これらの成果は，関連する既存研究の多く
が市場の推移，構造特性やその変容等といっ
たマクロな視点に偏るかたちで論じている中，
実際にコンテンツの制作に関わるアクターの
視点から価値の創出に関わる実践と産業構造
／制度に関する知見を提示しており，一定の
理論的・実践的示唆をもたらしたといえる。
とりわけ，言説分析という有用性が指摘され
るものの誤用も散見される手法を適切に用い
て経験的研究を実践した意義は大きいと考え
られる。 
 第二に，協同やプロジェクトを通じた価値
創出について検討するさいに，きわめて適し
ていると考えられるコワーキングという現象
に着目し，先駆的に理論的基盤の整備を行っ
たことである。  
 具体的には，「コワーキングの概念規定と
理論的展望」と"What is Coworking?: A 
Theoretical Study of the Concept of 
Coworking"において，クリエイティブやITの
世界を中心に世界的に台頭しつつある「コワ
ーキング（coworking: 働く個人がある場に集
い，コミュニケーションを通じて情報や知恵
を共有し，状況に応じて協同しながら価値を
創出していく働き方）をめぐる議論を整理・
検討し，今後の理論的展望について論じた。
その結果，コワーキングという現象は，コワ
ーカー（coworker）という働く個人とコワー

キング・スペース（coworking space）という
働く場の二つの概念を用いることで，より具
体的かつ体系的に捉えられることを明らかに
した。また，関連する既存の概念（たとえば，
コワーカーの場合，フリーランスや小規模事
業者，組織人）との比較検討を通じて，それ
ぞれの理論的位置づけを示した。 
 近年，欧米を中心にわが国においても急速
に浸透しつつあるコワーキングについて概念
的に検討したうえで，理論的発展の方向性を
提示するという試みは，世界的にほとんど見
当たらず，きわめて先駆的である。現時点で，
コワーキングの主たる実践者は，クリエイテ
ィブやITの世界におけるフリーランスや小規
模事業者が多く，彼らの交流・協同を通じて
創造的・革新的なプロジェクトが世界各国で
活発に展開されている。そのため，これらの
研究成果は，クリエイティブ産業やプロジェ
クト組織，主体の実践などについて大きな理
論的・実践的貢献をもたらしたといえる。加
えて，クリエイティブ産業にとどまらず，よ
り広く働く個人や働く場に関する研究や実践
に対して有益な示唆をもたらしうる。 
 以上のように，4年間に及ぶ本研究の成果 
は，経営学や社会科学の先端的領域の詳細な
整理検討及び，それを踏まえた経験的研究の
蓄積という理論的意義と，国家レベルの戦略
的課題の一つであるクリエイティブ産業を担
う人材の輩出・育成や価値を創出するための
組織や場の整備，産業振興のための制度設計
等への示唆という実践的意義を有すると考え
られる。 
 なお，現時点で本研究の成果の全てを具体
的なアウトプットとして提示できていないた
め,引き続き研究成果の公表に努めていく。 
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